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県
は
、
総
合
計
画
「
県
民
し
あ

わ
せ
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た
め

の
実
施
計
画
で
あ
る
現
在
の
戦

略
計
画
が
平
成

年
度
で
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
「
県
民
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
に
、
平
成

年
度
か
ら
始
ま

る
「
第
２
次
戦
略
計
画
（
仮
称
）
」

の
素
案
を
ま
と
め
議
会
に
提
示

さ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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素
案
は
、
時
代
環
境
の
変
化
と

県
政
課
題
に
つ
い
て
、
人
口
減
少

社
会
へ
の
対
応
、
知
識
集
約
型
へ

の
産
業
構
造
へ
の
転
換
、
地
方
分

権
改
革
や
地
方
行
政
を
め
ぐ
る

環
境
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
で

「
新
し
い
時
代
の
公
」
と
文
化
力

の
考
え
方
を
基
本
に
、
政
策
・
事

業
体
系
を
見
直
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
重
点
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
替
わ
る
新
し
い
重
点

化
施
策
と
し
て
、
重
要
で
緊
急
な

課
題
に
県
が
重
点
的
に
行
政
経

営
資
源
を
投
入
す
る
「
重
点
事

業
」
と
、
将
来
に
向
け
て
新
た
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
テ

ー
マ
に
多
様
な
主
体
が
協
働
で

取
組
む
「
み
え
の
舞
台
づ
く
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
二
つ
の
仕
組
み
を

設
け
て
、
引
き
続
き
「
選
択
と
集

中
」
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
政
策
に
つ
い

第
２
次
戦
略
計
画
素
案

平
成
１
９
年
か
ら
の
４
ヵ
年
実
施
計
画
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て
市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
い
、

県
全
体
を
対
象
に
、
県
が
主
体
的

に
取
組
む
「
県
土
づ
く
り
」
と
、

そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
エ
リ
ア
を

対
象
に
、
市
町
が
主
体
と
な
っ
て

取
組
み
、
県
は
そ
れ
を
支
援
、
補

完
す
る
「
地
域
づ
く
り
」
の
二
つ

の
方
向
で
展
開
し
、
県
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

「
県
土
づ
く
り
」
で
は
、
北
勢
・

伊
賀
を
中
心
と
し
た
「
産
業
集
積

活
用
ゾ
ー
ン
」
と
県
南
部
の
「
自

然
・
文
化
活
用
ゾ
ー
ン
」
に
二
分

し
、
「
地
域
づ
く
り
」
で
は
、
５

分
割
し
て
鳥
羽
市
は
当
然
「
伊
勢

志
摩
地
域
」
に
入
り
ま
す
。

今
後
の
県
の
行
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
国
の
「
骨
太
の
方
針

２
０
０
６
」
の
方
向
性
を
避
け
ら

れ
な
い
と
判
断
し
て
、
歳
入
歳
出

の
見
直
し
や
定
員
管
理
の
適
正

化
な
ど
に
取
組
ん
で
い
く
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
素
案
は
、
議
論

を
踏
ま
え
て
第
４
回
定
例
会
に

中
間
案
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
す
。

重
点
化
事
業
、
地
域
政
策
を
二
分

ǀ ᴣ ₓǁ
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志
摩
病
院
が

月
か
ら
産

科
の
休
診
に
追
い
込
ま
れ
た
。

産
科
は
日
赤
病
院
に
６
人
体
制

で
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

月

日
、
予
算
決
算
特
別

員
会
の
病
院
事
業
庁
決
算
審
査

の
席
上
、
田
川
志
摩
病
院
長
は

「
三
重
大
学
は
、
医
師
確
保
が

困
難
な
県
南
三
病
院
を
指
定
し

て
、
重
点
的
に
確
保
対
策
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
三
病
院
長
が

話
し
合
っ
た
が
、
地
域
医
療
が

崩
壊
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
病

院
が
つ
ぶ
れ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な

ら
な
い
と
、
み
ん
な
本
気
に
な

っ
て
地
域
医
療
を
考
え
な
い
」

こ
れ
が
結
論
だ
と
述
べ
た
。
ま

た
「
病
院
の
医
師
は
、
信
念
を

持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
年
老
い
た
医
者
は
老
健

と
か
の
楽
な
施
設
医
に
な
ろ
う

と
す
る
。
中
堅
の
医
師
は
、
お

金
が
ほ
し
い
。
子
ど
も
の
教
育

に
困
る
が
、
お
金
を
子
ど
も
に

か
け
て
や
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

若
い
医
者
は
、
あ
る
期
間
、
都
会

へ
行
っ
て
勉
強
が
し
た
い
。
行
っ

て
来
い
と
言
っ
て
も
、
代
わ
り
の

医
者
が
い
な
い
」
と
。 

一
方
、
日
赤
病
院
は
、
東
洋
紡

跡
地
に
移
転
新
築
す
る
と
発
表

し
た
。
病
床
数
、
診
療
科
目
は
同

数
と
し
、
延
べ
床
面
積
で
３
割
、

駐
車
場
で
６
割
増
え
る
。
地
域
災

害
拠
点
病
院
の
機
能
充
実
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
な
ど
、
地
域
医

療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
、
願

っ
て
も
な
い
朗
報
だ
。 

医
師
不
足
は
、
医
師
の
大
都
市

へ
の
偏
在
や
、
産
婦
人
科
、
小
児

科
な
ど
の
成
り
手
不
足
、
過
重
労

働
を
強
い
ら
れ
る
病
院
勤
務
医

の
開
業
医
志
向
、
初
期
臨
床
研
修

医
制
度
に
よ
る
大
学
病
院
の
若

手
医
局
員
の
不
足
な
ど
が
原
因

だ
。
病
院
が
つ
ぶ
れ
て
か
ら
で
は

遅
い
。
医
学
部
の
定
員
増
や
医
局

に
変
わ
る
新
し
い
組
織
を
つ
く

る
な
ど
本
気
で
考
え
な
い
と
い

け
な
い
。

☆
☆
☆

観
天
望
気

☆
☆
☆
彡

志
摩
病
院
と
日
赤
病
院
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第
４
回
定
例
会
は
、

月

日
か

ら

月

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
定
例
会
の
一
般
質
問

は
、

月
１
日
、
５
日
、
７
日
に
行

わ
れ
、
中
村
ま
さ
る
議
員
は
３
回
目
の

一
般
質
問
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
、
次
回
の
「
県
政
天
気
図
」

で
報
告
し
ま
す
。
質
問
内
容
は

①

伊
勢
湾
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

②

伊
勢
湾
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て

③

根
付
資
源
の
回
復
に
つ
い
て

④

志
摩
病
院
の
産
科
休
止
に
つ
い
て

⑤

山
田
日
赤
病
院
の
新
築
移
転
な
ど

の
項
目
を
検
討
中
で
す
。

特
に
、
「
第
２
次
戦
略
計
画
」
の
重

点
化
施
策
と
し
て
、
閉
鎖
性
水
域
で
あ

る
伊
勢
湾
の
環
境
再
生
を
図
る
た
め
、

山
、
川
、
海
を
一
体
と
し
た
伊
勢
湾
流

域
の
環
境
保
全
対
策
「
伊
勢
湾
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
重
点
事
業
に
、

途
上
国
の
経
済
発
展
に
よ
る
食
料
需
給

の
変
化
に
対
応
し
て
、
食
料
自
給
率
を

上
げ
る
た
め
の
抜
本
的
対
策
な
ど
を
訴

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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第
４
回
定
例
会
で
一
般
質
問
に
立
つ


